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段階的アミノリチオ化による javaberine A の全合成
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【目的】我々はアミノアルケンの分子内アミノリチオ化によるテトラヒドロイソ

キノリン骨格構築を報告している 1)。今回、分子内アミノリチオ化を鍵とした

javaberine A2)の全合成を行った。 
【実験・結果】N-アリルアミン１の分子内アミノリチオ化により環化体２を 49%
収率で得た。N-脱アリル化して得られた３を再び分子内アミノリチオ化に附し、

環化体４及びそのエピマーを合わせて 61%収率(dr 81/19)で得た。最後に６つのメ

トキシ基を脱メチル化し、javaberine A のラセミ全合成を達成した。 
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